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令和５年度(2023年度)第２回函館市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

 

○ 開催日時   令和５年（２０２３年）１１月７日（火） １８：３０～２０：００ 

○ 開催場所   函館市役所８階 大会議室 

〇 会議内容 

１ 開会 

２ 議事 

（１）地域密着型サービスの運営に関する事項 

ア 地域密着型サービス事業者の指定等について・・・・・・・・・・・資料１ 

（２）地域包括支援センターの運営に関する事項 

    ア 第１号介護予防支援事業および指定介護予防支援の業務の一部を 

委託できる指定居宅介護支援事業所の選定について・・・・・・・・資料２ 

イ 令和４年度（２０２２年度）函館市地域包括支援センター収支決算に  

ついて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

ウ 函館市地域包括支援センター活動実践報告  

① 地域包括支援センターあさひ・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料４ 

② 地域包括支援センター神山・・・・・・・・・・・・・・・・・ 資料５ 

 ３ その他 

  〇「福祉拠点」自立相談支援機関実績報告および事例発表・・・・・・・・資料６ 

 ４ 閉会 

○ 出席委員（８名）                                

齋藤征人会長，船橋優子副会長，川村曜補委員，渡部良仁委員，柏原美之委員， 

張磨仁委員，村田亮二委員，髙森秀雄委員 

○ 欠席委員（３名） 

  後藤琢委員，二本柳美夏委員，工藤晃士委員 

○ 地域包括支援センター 

あさひ 四戸管理責任者，こん中央 福島管理責任者，ときとう 長谷山管理責任者， 

ゆのかわ 佐々木管理責任者，たかおか 松野管理責任者，西堀 近藤センター長， 

神山 酒井管理責任者，よろこび 澁谷管理責任者，社協 髙田管理責任者 

○ 傍  聴 ５名 

○ 報道機関 １名（北海道新聞社） 

○ 事 務 局 

（指導監査課）青木主査 

（地域包括ケア推進課）支援体制：小棚木課長，岩島主査，石黒主任，山下主任技師 

福祉拠点担当：伊藤課長，山岸主査，米澤主査 

○ 会議要旨 

１ 開会 

 

２ 議事 

(１) 地域密着型サービスの運営に関する事項 

ア 地域密着型サービス事業者の指定等について 
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齋藤会長                                        

地域密着型サービス事業者の指定等について，事務局から説明願いたい。 

 

青木主査                                        

（資料１「地域密着型サービス事業者の指定等について」に基づき説明） 

 

齋藤会長                                        

 資料１について，意見・質問等はないか。特にないようなので，協議会として意見がないと

いうことで，次にまいりたい。 

 

(２) 地域包括支援センターの運営に関する事項 

ア 第１号介護予防支援事業および指定介護予防支援の業務の一部を委託できる指定居宅介護 

支援事業所の選定について 

齋藤会長                                        

 第１号介護予防支援事業および指定介護予防支援の業務の一部を委託できる指定居宅介護支

援事業所の選定について，事務局から説明願いたい。 

 

山下主任技師                                        

（資料２「第１号介護予防支援事業および指定介護予防支援の業務の一部を委託できる指定居

宅介護支援事業所の選定について」に基づき説明） 

 

齋藤会長                                         

 資料２について，意見・質問等はないか。特にないようなので，協議会として意見がないと

いうことで，次にまいりたい。 

 

イ 令和４年度（２０２２年度）函館市地域包括支援センター収支決算について 

齋藤会長                                        

令和４年度（２０２２年度）函館市地域包括支援センター収支決算について，事務局から説

明願いたい。 

 

石黒主任                                         

（資料３「令和４年度（２０２２年度）函館市地域包括支援センター収支決算について」に基

づき説明） 

 

齋藤会長                                          

 資料３について，意見・質問等はないか。 

 

村田委員                                         

 収支決算報告書において，収支計がプラスになっているセンターが３件あるが，このプラス

というのは利益という捉えでよろしいか。 
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事務局                                          

 はい。 

 

村田委員                                         

 収支のマイナスは法人繰入金で賄っているのがほとんどだが，これは問題ないか。プラスに

ならなくてもよろしいか。 

 

事務局                                         

 法人からの繰入れ込みで予算計上し，決算の中で法人の繰入れをして足し引きゼロになると

ころもあるかと思う。これに関しては，１０か所のセンターそれぞれの法人のお考えというと

ころもあり，手厚くセンターの運営をやっていこうというような意図などもあろうかと思う。

必要な経費に対し，調整を頂いているところだと考えている。 

 

村田委員                                         

 もう一つ，１ページ目の「Ｒ３決算収支との比較」だが，法人繰入金が今年と昨年で極端に

違うが，これは問題ないか。 

 

事務局                                         

 令和３年度決算の法人繰入金が高額であったことについては，各センターにおいて，福祉拠

点立ち上げのための準備に伴う職員の増員や，事務事業費が一時的に増額となったことが主な

要因と考えている。 

 

齋藤会長                                         

その他いかがか。センターの頑張りと，それぞれ工夫していただいている成果だと思う。資

料３については，他にないということで次にまいりたい。 

 

ウ 函館市地域包括支援センター活動実践報告 

齋藤会長                                         

函館市地域包括支援センター活動実践報告について，地域包括支援センターあさひから説明

願いたい。 

 

地域包括支援センターあさひ 四戸管理責任者                                       

（当日配布資料４「包括的・継続的ケアマネジメント支援業務の取り組みについて」に基づき

説明） 

 

齋藤会長                                         

 地域住民との接点を作る取り組みについて報告いただいた。船橋委員何かコメントなどある

か。 

 

船橋副会長                                        

 私は民生委員として参加させていただき，大変有意義だと実感している。私達にしても，違

う職種を深く知ることで，お互い顔の見える関係が築けて相談しやすくなるのかなと考えた。
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とても良かったと思っている。ありがとうございます。 

 

齋藤会長                                         

 この取り組みについて，ご質問やご意見またはご感想はあるか。地域の支援者と居宅介護支

援事業所の方達との繋がりを作る取り組みが，地域包括支援センターの次なる役割のひとつか

なと思っている。ありがとうございました。 

続きまして，地域包括支援センター神山から説明願いたい。 

 

地域包括支援センター神山 酒井管理責任者                                        

（当日配布資料５「地域課題を検討する地域ケア会議 地域と高校をつなぐ～ゆりあいプロ

ジェクトについて～」に基づき説明） 

 

齋藤会長                                         

 ありがとうございました。包括神山からの説明について，ご意見やご質問またはご感想があ

ればお願いしたい。 

 

髙森委員                                         

 疲弊している町内会と，おそらく町内会活動をよく分かっていないと思う高校生をマッチン

グしたということが素晴らしいと思っている。一つ質問だが，町会の会長には最初どのように

話を持っていったのか。 

 

地域包括支援センター神山 酒井管理責任者                          

 まず，センターでは町会に必ず顔を出すように担当の職員を決めており，顔つなぎは普段か

らできていたつもりである。白百合高校と話をした中で，ボランティア活動がしたいというご

意見をいただいたので，もし，そのような機会があれば一緒に協働するというのはいかがです

か，ということを町会にお話させていただいた。ただ，やはり町会は年間行事も決まってお

り，役員も少ない中で負担が増えるのは困るというお話はあり，町会にあまり負担をかけずに

何か楽しい事，新しい事をできないかというところで擦り合わせていった。 

 

髙森委員                                         

 ありがとうございます。おそらく，将来このようなお子さんが町会と関わり，保護者も町会

というものを分かっていると，今度は町会に保護者も入っていくと思う。素晴らしいきっかけ

になったと思う。ありがとうございます。 

 

齋藤会長                                        

その他いかがか。若者達と活動を共にするとか，学校を巻き込むポイントがあったと思う

が，地域の課題と学校の抱えている課題の重なりあう部分に着目したところが大事だと思う。

私も本業は大学だが，地域の方から色々な事を持ち込んでいただいても，学生の方にメリット

がある，学生の教育にどのように貢献できるかの利害が一致しないと，なかなかご一緒するこ

とが難しい。学生のメリットを考えることができる，擦り合わせることができるというのが大

事なポイントと思った。 
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３ その他 

齋藤会長                                        

 その他について，「『福祉拠点』自立相談支援機関実績報告および事例発表」に関しまして，

地域包括ケア推進課福祉拠点担当から説明願いたい。 

 

福祉拠点担当 伊藤課長                                       

（当日配布資料６「令和５年度『福祉拠点』自立相談支援機関実績／生活困窮者自立支援制度

（福祉拠点の自立相談支援機関）における就労支援」に基づき説明） 

 

地域包括支援センターたかおか 熊谷氏                                       

（当日配布資料６「就労支援を通した世帯の支援について」に基づき説明） 

 

齋藤会長                                        

 前半の実績報告とただいまの事例発表について，ご意見・ご質問またはご感想はないか。 

 

髙森委員                                        

 生活困窮者自立支援についての就労活動はかなり厳しいものだと思う。その中で，福祉拠点

が第三者的な意味で相談を受ける，話を聞くことはとても大切なことだと思う。そうすること

で，ご家族やご本人に少しは自信がついていくと思うので，これは続けていくことだと思う。

８年前に北海道の委託事業で生活困窮者自立支援制度の前の研修というのがあり，私も関わっ

ていたが，そこではパソコンの講習と職業とかの心得の話，カウンセリングをやっていた。今

後，函館市でも相談に加えてそのような研修会も行うと，一般就労に繋がる可能性があると思

うので考えていってほしいと思う。今後も引き続きお願いします。 

 

齋藤会長                                        

 その他，いかがか。世間の評価とは関係なく，自分のことを自分のこととして認めてくれ

る，寄り添ってくれる人の存在というのがとても大事だと思う。引き続き，そのような寄り添

う人であっていただきたいなと思って聞いていた。 

 

齋藤会長                                         

 その他，予定している内容以外で皆様から何かあるか。 

 

事務局，委員，センター                                    

特になし。 

 

（閉会） 

※資料５，資料６の一部は会議終了後に回収 


